
　

光
あ
ふ
れ
る
夏
の
海
岸
の
情
景
を
描
く
。
影
の
ほ
と
ん
ど
な
い
画
面
か
ら

察
す
る
に
真
昼
の
光
景
で
あ
ろ
う
。
マ
ッ
ト
な
絵
具
の
質
感
と
相
ま
っ
て
、

カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
強
烈
な
日
差
し
を
彷
彿
さ
せ
る
。
画
面
全
体
の
結
構
は
思

い
切
っ
て
水
平
線
を
高
く
取
っ
た
も
の
で
、
海
面
の
描
写
に
注
力
す
る
意
図

が
う
か
が
え
る
。
浜
辺
の
溜
り
の
動
か
な
い
水
面
か
ら
磯
の
岩
場
の
細
か
な

白
波
、
浅
瀬
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
、
沖
合
の
鮮
や
か
な
青
、
潮
目
の
水

色
の
変
化
と
い
っ
た
様
子
を
細
や
か
に
追
う
筆
の
タ
ッ
チ
は
短
く
、
海
の
波

の
律
動
感
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
海
岸
で
休
息
す
る
人
々
の
よ
く
陽

に
灼
け
た
赤
銅
色
の
肌
も
い
か
に
も
鮮
や
か
で
あ
る
。

　

山
本
は
長
崎
の
生
ま
れ
。
東
京
美
術
学
校
で
は
黒
田
清
輝
教
室
に
学
び
、

白
馬
会
、
官
展
、
光
風
会
で
活
躍
し
た
。
白
馬
会
系
の
風
景
画
家
と
し
て
い

わ
ば
王
道
を
歩
ん
だ
画
家
だ
が
、
主
観
的
な
風
景
描
写
に
走
ら
ず
、
穏
健
で

手
堅
い
構
築
的
な
画
面
作
り
を
特
徴
と
す
る
。

（
上
席
学
芸
員　

村
上
敬
）
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2019年度 ｜夏｜

山
本
森
之
助
（
明
治
一
〇
年
～
昭
和
三
年
／
一
八
七
七
～
一
九
二
八
）

《
海
岸
》

キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
、
油
彩

六
〇
・
七
×
八
〇
・
五
㎝

明
治
四
五
年
～
大
正
三
年
（
一
九
一
二
～
一
九
一
四
）
頃



T O P I C S

展
示
室
に
い
く
つ
も
の
ミ
イ
ラ
が
並
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て

館
長
　
木
下
直
之

　

二
年
前
の
春
、
館
長
に
就
任
し
て
間
も
な

く
、
某
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
か
ら
世
界
中
の

ミ
イ
ラ
を
集
め
た
展
覧
会
開
催
の
お
誘
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
企
画
書
を
目
に
し
て
す

ぐ
に
浮
か
ん
だ
疑
問
は
、あ
れ
っ
、ミ
イ
ラ
は

美
術
だ
っ
た
か
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

美
術
館
を
名
乗
る
以
上
、
展
示
さ
れ
る
も

の
は
「
美
術
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
何
が
美
術
で
何
は
美
術
で
は
な
い

の
か
、
こ
れ
は
そ
う
簡
単
に
は
定
義
で
き
ま

せ
ん
。
時
代
や
場
所
が
異
な
れ
ば
、
人
が
求

め
る
「
美
し
さ
」
は
違
う
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
美
術
館
で
は
、
絵
画
や
彫
刻
ば
か

り
で
な
く
、
衣
服
や
装
身
具
、
さ
ま
ざ
ま
な

道
具
、
あ
る
い
は
住
ん
だ
り
働
い
た
り
す
る

建
物
も
美
術
と
見
な
し
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
、

工
芸
展
、
建
築
展
な
ど
を
当
た
り
前
に
開
い

て
き
ま
し
た
。
譲
れ
な
い
一
線
は
、
展
示
す

べ
き
そ
れ
ら
は
人
の
つ
く
り
だ
し
た
も
の
、

人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

で
は
ミ
イ
ラ
は
美
術
だ
ろ
う
か
。
あ
と
に

遺
さ
れ
た
者
た
ち
が
死
者
の
姿
を
永
遠
に
遺

し
た
い
と
望
み
、
手
を
施
し
（
最
初
の
仕
事

が
内
蔵
を
取
り
出
す
こ
と
で
し
た
）、
衣
装

を
ま
と
わ
せ
、
さ
ら
に
美
し
さ
を
求
め
た
と

す
れ
ば
、
ミ
イ
ラ
も
ま
た
美
術
の
資
格
を
有

し
て
い
そ
う
で
す
。
死
者
の
肖
像
が
棺
に
描

か
れ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
が
す
ぐ
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
も
な
お
、

棺
や
副
葬
品
は
美
術
で
は
あ
っ
て
も
、
布
で

何
重
に
も
巻
か
れ
た
中
身
ま
で
美
術
だ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
は
残
り
ま
す
。

　

ミ
イ
ラ
が
生
前
は
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
死
ん
だ

あ
と
も
な
お
人
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
い
や
、
こ
れ
は
奇
妙
な
問
い
か
け

で
す
ね
。
死
ん
だ
ら
人
で
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
す
れ
ば
、
葬
式
な
ど
行
う
必
要
は
な
い

し
、
墓
だ
っ
て
い
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
、

死
ん
で
横
た
わ
っ
て
い
る
人
を
目
に
し
て
、

そ
れ
が
人
で
は
な
く
な
っ
た
と
は
誰
ひ
と
り

思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

す
る
と
、
第
二
の
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
人

を
美
術
館
に
展
示
し
て
よ
い
の
か
。
日
本
の

美
術
館
の
歴
史
を
（
博
物
館
や
博
覧
会
も
含

め
て
）
振
り
返
っ
た
時
に
、
こ
の
問
題
は
古

く
て
新
し
い
の
で
す
が
（
一
八
七
一
年
に
東

京
九
段
で
催
さ
れ
た
大
学
南
校
物
産
会
に
人

の
頭
骨
が
動
物
の
骨
と
並
ん
で
初
め
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
）、
わ
た
し
に
は
切
実
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

　

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
に
阪
神
淡
路
大

震
災
が
起
っ
た
時
、
わ
た
し
は
兵
庫
県
立
近

代
美
術
館
の
学
芸
員
で
し
た
。
兵
庫
県
警
が

美
術
館
の
展
示
室
を
遺
体
安
置
所
に
す
る
よ

う
求
め
、
美
術
館
が
そ
れ
を
断
っ
た
と
知
っ

た
時
、
美
術
館
に
遺
体
が
並
ぶ
光
景
を
想
像

も
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
に
愕
然
と
し
ま
し

た
。
体
育
館
は
よ
く
て
な
ぜ
美
術
館
は
だ
め

な
の
か
。
美
術
館
を
そ
ん
な
ふ
う
に
聖
域
視

し
て
き
た
こ
と
を
思
い
知
っ
た
の
で
し
た

（
拙
著
『
世
の
途
中
か
ら
隠
さ
れ
て
い
る
こ

と
』
晶
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

　

も
ち
ろ
ん
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
遺
体
と

ミ
イ
ラ
は
違
う
。
安
置
と
展
示
も
ま
っ
た
く

異
な
る
行
為
で
す
。
ミ
イ
ラ
を
展
示
室
に
並

べ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
人
間
の
文
化
の
所
産

だ
か
ら
で
す
が
、
当
の
本
人
も
そ
れ
を
手
厚

く
葬
っ
た
人
た
ち
も
、
ま
さ
か
後
世
に
再
び

墓
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
博
物
館
や
美
術
館
へ

と
運
ば
れ
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
展
示
さ

れ
、
多
く
の
観
客
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
と
は

想
像
も
で
き
な
い
こ
と
の
は
ず
で
す
。
そ
れ

は
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
い

が
、
近
年
強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

異
民
族
や
先
住
民
の
墳
墓
か
ら
発
掘
し
た

も
の
を
数
多
く
収
集
展
示
し
て
き
た
欧
米
の

博
物
館
に
対
し
て
こ
の
問
い
は
真
っ
先
に
投

げ
か
け
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ
リ
ス
で
法
制
度
（
た
と
え
ばN

ative 
A

m
erican and Graves Protection and 

Repatriation A
ct, U

SA
, 1990

やH
u-

m
an T

issue A
ct, U

K
, 2004

）
が
整
え
ら

れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
ず
っ
と
遅
れ
、
ア
イ

ヌ
民
族
へ
の
遺
骨
返
還
訴
訟
や
「
人
体
の
不

思
議
」
展
（
１
９
９
６
年
か
ら
２
０
１
１
年

に
か
け
て
全
国
巡
回
）
を
め
ぐ
っ
て
よ
う
や

く
社
会
問
題
化
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、「
人
体
標
本
の
展
示
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
日
本
解
剖
学
会
、

二
〇
一
〇
年
）、「
ア
イ
ヌ
遺
骨
の
返
還
・
集

約
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」（
内

閣
官
房
ア
イ
ヌ
総
合
政
策
室
、二
〇
一
三
年
）

な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
間
の
文
化
に
向
き
合
う
場
と
な
る
こ
と

が
博
物
館
や
美
術
館
の
使
命
だ
と
考
え
れ

ば
、
人
の
展
示
を
一
律
に
不
可
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
を
展
示
す
る
意
義
と
倫
理

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
べ
き
で
す
。

　

当
館
で
開
か
れ
た
古
代
ア
ン
デ
ス
文
明
展

に
も
三
体
の
ミ
イ
ラ
と
四
点
の
頭
骨
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
デ
ス
の
ミ
イ
ラ
に
は
埋

葬
後
も
取
り
出
さ
れ
て
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

受
け
た
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
一
点

を
取
っ
て
も
、
単
純
な
埋
葬
と
発
掘
の
二
分

法
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
生
と
死
、
生
者
と
死
者
と

い
う
二
分
法
す
ら
成
り
立
た
な
い
。
ま
さ
し

く
人
間
の
文
化
の
奥
深
さ
を
教
え
ら
れ
た
よ

う
に
思
う
の
で
す
。
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熊谷守一　
いのちを見つめて
２０１９年 ８ 月 ２ 日（金）～ ９月２３日（月・祝）

E X H I B I T I O N

　

熊
谷
守
一
（
一
八
八
〇
～
一
九
七
七
）

の
人
と
画
業
を
紹
介
す
る
展
覧
会
は
、
当

館
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

熊
谷
守
一
は
、
岐
阜
県
恵
那
郡
付
知
村

（
現
在
の
中
津
川
市
付
知
町
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
自
然
の
豊
か
な
環
境
で
育
っ
た

守
一
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
し
た
。
東
京
美
術
学
校
（
現

在
の
東
京
藝
術
大
学
）
を
卒
業
し
た
後
、

自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
自
ら
の
感
じ
る

も
の
を
、
平
明
で
鮮
や
か
な
色
面
に
よ
る

作
風
で
あ
る
「
モ
リ
カ
ズ
様
式
」
で
数
多

く
描
き
ま
し
た
。

感
を
緻
密
に
割

り
出
し
た
跡
が

窺
え
ま
す
。
最

愛
の
子
ど
も
の

死
と
い
う
現
実

を
受
け
止
め
、

火
葬
場
か
ら
の

帰
り
路
と
い
う

独
自
の
テ
ー
マ

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
守
一
の
画
業
の
全

般
を
紹
介
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
守
一
が

愛
し
た
「
花
」「
猫
」「
鳥
」「
虫
」
な
ど

を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
、
熊
谷

守
一
の
「
小
さ
な
い
の
ち
」
を
愛
す
る
、

人
間
味
溢
れ
る
展
覧
会
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
出
品
作
品
の
中
か

ら
、
三
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
《
ヤ
キ
バ
ノ
カ
エ
リ
》（
図
1
）。

こ
の
作
品
は
、
長
女
・
萬ま
ん

の
死
を
テ
ー
マ

に
描
か
れ
た
熊
谷
守
一
の
代
表
作
で
す
。

一
九
五
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
現
代

日
本
美
術
展
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
向
か

っ
て
右
か
ら
守
一
、
中
央
に
長
男
・
黄こ
う

、

左
に
次
女
・
榧か
や

。
こ
の
作
品
の
残
さ
れ
た

デ
ッ
サ
ン
か
ら
は
、
人
物
の
配
置
と
距
離

で
絵
筆
を
取
る
。
熊
谷
守
一
の
子
ど
も
に

対
す
る
深
い
愛
情
が
表
れ
て
い
る
作
品
で

す
。

　

つ
ぎ
は
《
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
》（
図
2
）。

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
は
、
平
地
か
ら
山
地
に
広

く
分
布
す
る
キ
キ
ョ
ウ
科
の
多
年
草
で
、

初
夏
に
釣
り
鐘
形
の
花
を
茎
に
多
く
咲
か

せ
ま
す
。
そ
こ
に
大
き
な
熊
蜂
が
動
き
を

与
え
ま
す
。
鮮
や
か
な
緑
色
の
背
景
に
、

赤
紫
色
の
花
、
黒
と
黄
、
赤
茶
色
を
し
た

蜂
。
実
に
シ
ン
プ
ル
な
画
面
構
成
と
綿
密

な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
配
置
で
、
守
一
に
し
か

で
き
な
い
独
自
の
造
形
で
す
。

　

最
後
に
《
朝
の
は
ぢ
ま
り
》（
図
3
）。

こ
の
作
品
は
、
最
晩
年
の
抽
象
的
な
同
心

円
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
す
。
守
一
は
、

晩
年
、
時
刻
や
季
節
の
異
な
る
日
輪
や
月

を
描
い
て
い
ま
す
。
守
一
は
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ム
カ
イ
の
向
井
加
寿
枝
氏
か
ら
「
先
生

が
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
は
、
何
か
わ

か
ら
な
い
が
、
た
だ
の
花
や
虫
で
は
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
先
生
が
見
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
も
の
、
そ
し
て
、
ほ
ん
と
う
に

描
き
た
い
も
の
、
そ
れ
を
絵
に
描
い
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
後

に
描
い
た
の
が
《
朝
の
は
ぢ
ま
り
》
で
し

た
。
こ
の
作
品
は
、
守
一
本
人
に
と
っ
て

も
、
周
囲
の
人
に
と
っ
て
も
、
色
彩
や
構

図
な
ど
の
点
で
他
の
作
品
と
は
一
線
を
画

す
る
異
質
な
作
品
で
す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
熊
谷
守
一
の
初
期

か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表
作
と
日
本
画
、書
、

素
描
、
資
料
な
ど
約
一
六
〇
点
を
紹
介
し

な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
、
い
の
ち
を
愛
で
る

熊
谷
守
一
の
作
品
と
人
柄
に
ふ
れ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

（
上
席
学
芸
員　

泰
井
良
）

図 １ 　《ヤキバノカエリ》1956年　油彩・カンヴァス　岐阜県美術館

図 ２ 　《ほたるぶくろ》1961年　油彩・板　静岡県立美術館

図 ３ 　《朝のはぢまり》1969年　油彩・板　岐阜県美術館
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図 ２ 　イスラエル・シルヴェストル「パラティーノの丘の皇帝宮殿」

図 ３ 　イスラエル・シルヴェストル「コンスタンティヌスのバシリカ」

図 １ 　狩野安信・常信・探信・益信・探雪《名画集》より 狩野探雪「海棠に鳩図」

新収蔵 品 紹 介

　

静
岡
県
立
美
術
館
は
、
開
館
以
来
「
東

西
の
風
景
画
」、「
静
岡
ゆ
か
り
の
美
術
」

な
ど
を
収
集
方
針
の
柱
と
し
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
収
蔵
品

の
総
数
は
二
六
〇
〇
件
を
超
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、
購
入
と
寄
贈
に
よ

り
、
日
本
画
四
点
、
油
彩
画
二
点
、
版
画

二
点
、
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
三
点
の
計
十

一
点
を
、
新
た
に
収
蔵
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
日
本
画
】

　

日
本
画
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
購
入
に
よ
り

一
件
、
寄
贈
に
よ
り
三
件
が
所
蔵
品
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　

購
入
作
品
《
名
画
集
》（
図
１
）
は
、

江
戸
狩
野
派
の
画
家
五
名
が
十
六
図
ず
つ

描
い
た
画
帖
。
款
記
か
ら
天
和
二
（
一
六

八
二
）
年
頃
の
制
作
と
判
明
し
、
安
信
が

江
戸
狩
野
派
を
牽
引
し
て
い
た
時
期
の
作

品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
名
所
絵
、
物
語
絵

な
ど
の
人
気
図
様
や
吉
祥
的
な
画
題
が
多

く
、
当
時
の
江
戸
狩
野
派
の
代
表
的
な
作

品
と
言
え
ま
す
。

　

ご
寄
贈
は
、
い
ず
れ
も
県
内
在
住
の
お

二
方
か
ら
、
巻
子
（
断
簡
）
一
件
、
掛
幅

二
件
を
そ
れ
ぞ
れ
頂
戴
し
ま
し
た
。《
輞

川
図
巻
》（
明
︱
清
時
代（
十
七
世
紀
））は
、

唐
代
の
詩
人
・
画
家
で
あ
る
王
維
の
別
業

の
輞
川
荘
を
描
い
た
中
国
絵
画
。
輞
川
図

《
古
今
の
ロ
ー
マ
の
景
観
》（
図
2
、
3
）

で
す
。ピ
ラ
ネ
ー
ジ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

前
号
の
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（『
ア
マ

リ
リ
ス
』
百
三
十
三
号
）。
こ
こ
で
は
シ

ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
作
品
は
、
十
七
世
紀
当
時
の
、

都
市
ロ
ー
マ
と
そ
の
近
郊
に
散
ら
ば
る
古

代
ロ
ー
マ
の
名
所
旧
跡
を
描
い
た
十
二
葉

の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
小
品
で
す
が
、
古
代

ロ
ー
マ
の
様
々
な
遺
跡
を
、
精
緻
な
描
写

力
と
卓
越
し
た
版
画
技
術
で
捉
え
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト

は
、古
来
よ
り
中
国
、

日
本
の
絵
画
史
上
、

文
人
た
ち
に
と
っ
て

重
要
な
画
題
と
認
識

さ
れ
、
輞
川
図
巻
の

拓
本
は
、
江
戸
時
代

の
日
本
絵
画
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
山
本
梅
逸
《
百

花
鳥
虫
図
》（
天
保

七
（
一
八
三
六
）
年
）

は
、
梅
逸
ら
し
い
清

新
な
彩
色
の
花
鳥
画

で
、
多
種
多
様
な
虫

の
描
写
も
見
ど
こ
ろ

平
成
三
十
年
度
新
収
蔵
品
・
寄
贈
作
品
の
紹
介

で
す
。
荒
木
十
畝
《
蓬
莱
山
図
》（
明
治

三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
）
は
、
堅
実
な

描
法
に
よ
っ
て
霊
山
を
格
調
高
く
描
い
て

お
り
、
近
代
の
風
景
表
現
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
厚
み
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
上
席
学
芸
員　

石
上
充
代
、
野
田
麻
美
）

【
西
洋
】

　

西
洋
ジ
ャ
ン
ル
は
、
二
件
の
古
版
画
を

購
入
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ･

ピ

ラ
ネ
ー
ジ
の
《
今
日
、
ポ
ン
ペ
イ
の
古
代

遺
跡
の
中
に
あ
る
、イ
シ
ス
神
殿
の
景
観
》

と
、
イ
ス
ラ
エ
ル･
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
の

04



図 ５ 　宮島達男《Time Waterfall》

図 4 　川村清雄《梅に親子雀》

新収蔵品紹介

ル
は
、
若
い
頃
に
ロ
ー
マ
な
ど
の
イ
タ
リ

ア
諸
都
市
を
三
度
訪
れ
、
そ
の
経
験
が
、

本
作
を
始
め
、
数
多
く
の
作
品
制
作
の
重

要
な
鍵
と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
、

シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
と
も
に
、
今
秋
開
催
す

る
「
古
代
へ
の
情
熱
」
展
に
出
品
す
る
予

定
で
す
。

（
上
席
学
芸
員　

南
美
幸
）

【
日
本
洋
画
】

　

今
年
度
の
日
本
洋
画
の
新
収
蔵
品
は
、

川
村
清
雄
《
梅
に
親
子
雀
》（
図
4
）
の

一
点
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
村
清
雄
は
、
幕
臣
の
子
息
と
し
て
江
戸

に
生
ま
れ
、
徳
川
家
達
に
従
い
静
岡
に
移

住
し
た
、
静
岡
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
画
家

で
、
当
館
で
は
二
度
回
顧
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
川
村
清
雄
の
支
援
者
で

あ
り
、
作
品
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
加

島
虎
吉
（
一
八
七
一
︱
一
九
三
六
／
明
治

四
︱
昭
和
十
一
）
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の

で
す
。

　

梅
に
親
子
の
雀
が
三
羽
と
ま
っ
て
い
る

様
子
を
卓
越
し
た
油
彩
で
描
い
て
い
ま

す
。
画
面
左
側
に
は
、
赤
い
色
紙
を
し
つ

ら
え
て
、そ
の
上
に
川
村
清
雄
自
ら
が「
千

代
々
と
千
代
よ
び
か
は
す
む
ら
雀
」
と
達

筆
な
文
字
を
認
め
て
い
ま
す
。
千
代
は
、

加
島
の
妻
・
千
代
と
掛
け
合
わ
せ
た
も
の

で
す
。
こ
の
作
品
は
、
川
村
清
雄
が
、
加

島
夫
妻
の
末
長
い
多
幸
を
願
っ
て
寄
贈
し

た
も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

（
上
席
学
芸
員　

泰
井
良
）

【
現
代
】

　

現
代
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
お
二
人
の
所
蔵

家
の
方
か
ら
、
計
四
点
の
作
品
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
吉
仲
太
造
に
つ
い
て

は
、
当
館
で
も
こ
れ
ま
で
に
二
点
の
絵
画

を
収
集
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
新
た

に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
《
遺
産
》

は
、す
で
に
所
蔵
し
て
い
る
《
現
代
美
術
》

と
の
関
連
性
が
強
い
作
品
で
す
。
新
聞
紙

を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
作
品
で
、
画
面
に
は

洋
服
の
型
紙
の
フ
ォ
ル
ム
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、《
赤
い
電
話
》
は
、

ま
る
で
写
真
や
映
像
の
よ
う
に
電
話
機
が

写
実
的
に
油
彩
で
描
か
れ
て
お
り
、
吉
仲

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
か
ら
次
へ
の
展
開
を

示
す
好
例
と
言
え
ま
す
。

　

宮
島
達
男
の
《T

im
e W

aterfall

》（
図

5
）
は
、縦
長
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
上
に
、

大
き
さ
の
異
な
る
1
か
ら
9
ま
で
の
数
字

が
回
転
し
な
が
ら
、
上
か
ら
下
へ
と
繰
り

返
し
落
ち
て
い
く
映
像
が
流
れ
る
作
品
で

す
。
数
字
は
、
宮
島
が
一
貫
し
て
表
現
し

て
き
た
生
命
の
連
続
性
、
循
環
の
メ
タ
フ

ァ
ー
で
あ
り
、
束
の
間
の
生
命
の
輝
き
が

表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
オ
ピ
ー
《
歩
い
て
い
る
テ

ィ
ナ
》
は
、
実
在
す
る
モ
デ
ル
が
歩
く
姿

を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
描
き
出
し
た
作
品

で
す
。
余
分
な
要
素
を
そ
ぎ
落
と
し
、
人

物
の
特
徴
を
シ
ン
プ
ル
な
線
と
色
で
捉
え

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
身
体
の
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
、歩
行
時
の
姿
勢
や
手
足
の
動
き
、

歩
幅
、
リ
ズ
ム
な
ど
へ
の
強
い
関
心
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

 （
主
任
学
芸
員　

植
松
篤
、
上
席
学
芸

員　

川
谷
承
子
）

平
成
三
十
年
度
ご
寄
贈
者
様（
五
十
音
順
）

　

海
野
安
弘
様
、
太
田
正
樹
様
、

　

小
山
田
佳
穂
様
、
鈴
木
寿
夫
様
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研究 ノ ー ト

　

今
年
、
大
阪
府
堺
市
、
藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
一

帯
に
残
る
古
墳
群
の
う
ち
、
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世

紀
後
半
に
か
け
て
作
ら
れ
た
四
十
九
基
が「
百も

ず

・

舌
鳥
・

古ふ
る

市い
ち

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
、
宮
内
庁
に
よ
り

百も
ず
の
み
み
は
ら
の
な
か
の
み
さ
さ
ぎ

舌
鳥
耳
原
中
陵
と
し
て
仁
徳
天
皇
陵
に
治
定
さ

れ
、
最
大
の
前
方
後
円
墳
と
し
て
著
名
な
大
仙
陵
古

墳
は
、
宮
内
庁
と
堺
市
に
よ
る
共
同
調
査
が
昨
年
初

め
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
層
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

当
館
は
、
榲
邨
が
収
集
し
た
古
文
書
、
書
跡
、
絵

画
、
拓
本
、
和
歌
短
冊
な
ど
三
四
七
件
を
「
小
杉
文

庫
」
と
し
て
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
静
岡
県
森
町

の
藤
江
家
に
伝
わ
り
、
寄
贈
と
購
入
に
よ
り
、
当
館

開
館
以
前
に
静
岡
県
の
所
有
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
榲
邨
没
後
、
旧
蔵
品
は
散
逸
し
、
現
在
は
当
館

の
他
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
各

施
設
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

当
館
小
杉
文
庫
の
作
品
・
資
料
の
多
く
は
榲
邨
所

蔵
時
に
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
軸
に
は
榲
邨
自
身
に
よ

る
と
み
ら
れ
る
分
類
記
号
や
番
号
を
記
し
た
紙
札
が

貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
重
要
文
化
財
三
件
を
含
む
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
の
文
書
類
、
お
よ
び
江
戸
時
代
の
書

画
を
中
心
に
、
収
蔵
品
展
な
ど
で
展
示
し
、
他
館
へ

の
貸
出
も
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
部
分
を
占
め

る
近
代
の
書
画
、
拓
本
、
和
歌
短
冊
な
ど
は
、
公
開

の
機
会
が
限
ら
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
そ
の
性
質
や

来
歴
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
資
料
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　

石
本
秋
園1

に
よ
る《
仁
徳
天
皇
陵
出
土
甲
冑
縮
図
》

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
図
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う

に
、
仁
徳
天
皇
陵
、
つ
ま
り
大
仙
陵
古
墳
か
ら
出
土

し
た
甲
冑
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
榲
邨
に
よ
る
賛

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
年
紀
か
ら
一
八
九
九（
明

治
三
十
二
）
年
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
軸

装
で
、
外
題
に
は
「
仁
徳
天
皇
陵
石槨

発
見
甲
冑
縮

圖
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
雑
九
」
と
朱
書
き

い
る
様
子
が
彩
色
に
よ
り
、
鍍
金
の
残
る
部
分
は
金

泥
に
よ
り
表
さ
れ
る
。
鋲
の
一
つ
一
つ
や
眉
庇
の
透

彫
な
ど
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
賛
文
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
画
面
右
上
）

明
治
五
年
九
月
は
か
り
／
御
陵
の
南
邊
か
た
く
つ
れ

せ
し
を
り
古
川
躬
行
柏
木
政
矩
な
と
と
も
に
／
ひ
そ

か
に
拝
観
し
つ
る
御
石槨

中
の
御
甲
冑
圖
を
か
う
や

う
に
縮
／
写
さ
せ
て
こ
と
し
千
五
百
年
の
御
祭
に
な

ら
む
と
て
一
首
を
そ
ふ
る
。
／
其
う
た
／
か
み
つ
世

の
高
津
の
宮
の
た
か
く
ら
に
／
あ
ふ
く
た
ふ
と
し
重

き
宝
物

　
（
画
面
左
下
）

こ
の
縮
圖
石
本
秋
園
に
か
か
せ
て
高
津
宮
の
祠
官
／

清
原
真
弓
に
と
り
申
さ
せ
つ
る
其
下
絵
な
り
。
紀
念

／
の
た
め
に
か
く
も
の
し
ぬ
る
は
千
五
百
年
の
御
祭

を
／
も
の
し
た
り
し　

明
治
三
十
二
年
三
月
は
か
り　
　

榲
邨　

朱
文
円
印
「
杉
園
」

　

画
面
右
上
の
賛
で
は
、
明
治
五
年
九
月
に
古
墳
の

南
辺
が
崩
れ
た
際
に
、
古
川
躬
行
と
柏
木
政
矩
が
見

た
甲
冑
を
描
い
た
「
御
甲
冑
圖
」
を
縮
写
し
た
こ
と
、

お
よ
び
今
年
が
「
千
五
百
年
の
御
祭
」
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
そ
れ
に
ち
な
み
和
歌
を
添
え
る
。

　

画
面
左
下
に
は
、
石
本
秋
園
に
描
か
せ
、
高こ

う

津づ

宮ぐ
う

の
神
職
・
清
原
真
弓
に
納
め
た
図
の
下
絵
が
本
図
で

あ
る
と
記
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
「
千
五
百
年
の
御

祭
」
を
記
念
し
て
描
か
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
明
治
三

十
二
年
三
月
の
年
紀
を
記
す
。

　

甲
冑
図
の
左
下
に
は
落
款
ら
し
き
も
の
が
墨
線
で

簡
略
に
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
画
に
お
け
る

そ
の
位
置
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

榲
邨
の
記
す
「
御
陵
」
は
、
当
時
、
仁
徳
天
皇
陵

と
み
な
さ
れ
て
い
た
大
仙
陵
古
墳
を
指
す
。
同
古
墳

よ
り
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
石
棺
が
出
土
し
、

調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

る2

。
同
年
の
九
月
七
日
、
前
方
部
に
あ
っ
た
石
棺
の

傍
か
ら
は
、
金
銅
製
の
短
甲
や
眉
庇
付
冑
な
ど
の
副

葬
品
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
埋

め
戻
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
加
わ
っ
た
柏
木
貨
一
郎

小
こ

杉
すぎ

榲
すぎ

邨
むら

と大仙陵古墳
―石本秋園《仁徳天皇陵出土甲冑縮図》をめぐって―

主任学芸員　浦澤倫太郎

石本秋園《仁徳天皇陵出土甲冑縮図》
紙本着色　90.３×4２.２　１899（明治３２）年

　

本
稿
で
は
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
「
小
杉
文

庫
」
よ
り
、
こ
の
大
仙
陵
古
墳
に
関
係
の
深
い
、《
仁

徳
天
皇
陵
出
土
甲
冑
縮
図
》
を
取
り
上
げ
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
国
学
者
・
小

杉
榲
邨
の
、
大
仙
陵
古
墳
と
そ
の
出
土
品
に
対
す
る

関
心
を
中
心
に
論
じ
る
。

　

榲
邨
は
一
八
三
四
（
天
保
五
）
年
、
阿
波
・
徳
島

藩
蜂
須
賀
家
の
陪
臣
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
通
称

は
五
郎
で
、
杉
園
と
号
し
た
。
地
元
で
は
父
や
藩
校

に
学
び
、
後
に
江
戸
に
上
り
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）

年
に
紀
伊
藩
邸
内
の
古
学
館
に
入
門
し
国
書
や
歌
文

の
学
を
受
け
た
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
徳
島

藩
が
新
た
に
設
立
し
た
長
久
館
の
助
教
に
着
任
。
一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
は
教
部
省
へ
出
仕
し
、
以

後
東
京
で
活
躍
す
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）

年
よ
り
帝
国
博
物
館
に
勤
め
、
翌
年
に
は
臨
時
全
国

宝
物
取
調
局
書
記
兼
監
査
掛
と
な
り
、
各
地
で
の
文

化
財
調
査
に
従
事
す
る
。
そ
の
後
は
東
京
美
術
学
校

教
授
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
、
御
歌
所
参
候
な
ど
を

歴
任
し
て
い
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
に

没
し
た
。
研
究
領
域
は
文
学
、
考
古
学
、
美
術
史
学
、

文
献
史
学
な
ど
に
あ
た
り
、非
常
に
広
大
で
あ
る
が
、

研
究
手
法
は
伝
統
的
な
国
学
の
系
譜
に
連
な
り
、
最

後
の
国
学
者
と
も
称
さ
れ
る
。
故
郷
の
歴
史
資
料
を

集
成
し
た
『
阿
波
国
徴
古
雑
抄
』（
一
九
一
三
年
）

な
ど
を
残
し
、様
々
な
雑
誌
に
も
寄
稿
し
た
。
更
に
、

膨
大
な
書
籍
や
資
料
を
収
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
、
自
ら
評
議
員
を
務
め
た
好
古
社
主
催
の
好
古
会

な
ど
に
収
集
品
を
出
品
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
れ
た
紙
札
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
箱
は

付
属
し
て
い
な
い
。

　

画
面
中
央
に
正
面

を
向
い
た
短た

ん

甲こ
う

お
よ

び
そ
の
右
手
前
に
左

側
面
を
手
前
に
向
け

た
眉ま

び
さ
し
つ
き
か
ぶ
と

庇
付
冑
を
描

く
。
両
者
と
も
、
表

面
に
緑
青
が
生
じ
て
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（
一
八
四
一
年
︱
一
八
九
八
年
。名
は
政
矩
。鑑
定
家
、

建
築
家
。
当
時
は
壬
申
検
査
に
参
加
中
）
に
よ
り
、

石
棺
お
よ
び
甲
冑
な
ど
の
記
録
図
や
そ
の
写
し
が
数

本
制
作
さ
れ
、
白
描
に
よ
る
も
の
が
大
阪
歴
史
博
物

館
、彩
色
さ
れ
た
も
の
が
個
人（
堺
市
博
物
館
寄
託
）、

八
王
子
市
郷
土
資
料
館
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
は
短
甲
や
眉
庇
付
冑
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
図
に
加

え
、
部
分
図
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

榲
邨
に
と
っ
て
、
服
制
や
武
具
は
主
要
な
研
究
対

象
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
仙
陵
古
墳
か
ら
出
土

し
た
甲
冑
に
つ
い
て
も
、
本
図
制
作
の
前
後
に
、「
上

古
の
甲
冑
」（『
考
古
学
会
雑
誌
』
第
二
編
第
四
号
、

一
八
九
八
年
）
や
「
武
器
部
類
」（『
好
古
類
纂
』
第

一
集
、
一
九
〇
〇
年
）
で
取
り
上
げ
て
お
り
、
前
者

に
は
眉
庇
付
冑
の
略
図
が
、
後
者
に
は
彩
色
図
版
が

掲
載
さ
れ
て
い
る3

。
ま
た
「
武
器
部
類
」
で
は
本
図

と
同
じ
く
古
川
躬
行（
一
八
一
〇
年
︱
一
八
八
三
年
。

国
学
者
。
当
時
は
堺
の
菅
原
神
社
神
職
）
と
柏
木
政

矩
が
大
仙
陵
古
墳
を
調
査
し
た
こ
と
、
そ
し
て
出
土

し
た
甲
冑
に
接
し
、
い
か
に
感
激
し
た
か
に
つ
い
て

も
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
二
人
を「
吾
徒
」と
称
し
て

い
る
こ
と
か
ら
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

柏
木
に
よ
る
諸
本
の
全
体
図
と
本
図
を
比
較
す
る

と
、
両
者
は
同
じ
甲
冑
を
描
い
て
い
る
点
で
は
間
違

い
な
い
。
た
だ
し
、
短
甲
を
正
面
か
ら
描
く
点
は
一

致
す
る
が
、
眉
庇
付
冑
の
向
き
は
反
対
で
あ
る
。
立

体
感
の
表
現
は
、
本
図
の
方
が
よ
り
自
然
で
あ
り
、

庇
の
透
彫
な
ど
細
部
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い

る
。
榲
邨
や
絵
筆
を
執
っ
た
石
本
秋
園
が
、
本
図
制

作
に
際
し
、
具
体
的
に
何
を
参
考
と
し
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
単
な
る
「
縮
写
」
で
は
な
く
、
柏
木

に
よ
る
何
ら
か
の
記
録
図
を
手
本
に
し
、
更
に
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
、
本
図
や
清
原
真
弓
へ
納
め
た
本
画
を

制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

賛
文
後
半
に
出
て
く
る
高こ

う

津づ

宮ぐ
う（
大
阪
市
中
央
区
）

は
仁
徳
天
皇
を
祀
る
神
社
で
、
そ
の
皇
居
で
あ
っ
た

難な
に
わ
の
た
か
つ
の
み
や

波
高
津
宮
趾
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い

う
。「
千
五
百
年
の
御
祭
」
は
、
仁
徳
天
皇
千
五
百

年
大
祭
を
指
す
と
み
ら
れ
、
当
時
の
新
聞
記
事4

に
よ

『
昭
和
御
大
礼
掛
図
』（
一
九
二
八
年
）
も
図
を
秋
園

が
手
掛
け
て
お
り
、
そ
の
解
説
の
表
紙
に
は
「
土
佐

派
画
伯　

秋
園　

石
本
永
平
謹
写
」
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
業
績
か
ら
有
職
故
実
に
造
詣
が
深
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

榲
邨
没
後
に
出
版
さ
れ
た
『
歴
世
風
俗
女
装
沿
革

図
考
』（
一
九
一
一
年
）
に
は
、
秋
園
が
中
世
の
絵

巻
等
か
ら
抜
き
出
し
た
女
性
の
図
を
描
き
、
榲
邨
が

各
時
代
の
女
性
の
服
装
に
つ
い
て
の
解
説
文
を
寄
せ

て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
秋
園
は
榲
邨
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ

た
可
能
性
が
高
く
、
共
同
で
著
作
を
残
し
た
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
榲
邨
が
絵
画
の
制
作
や
、
資
料
と
し

て
の
模
写
の
制
作
を
依
頼
す
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
《
仁
徳
天
皇
陵
出
土
甲
冑
縮
図
》
は
膨
大
な

榲
邨
旧
蔵
品
の
一
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
榲
邨
の
関
心

の
対
象
や
研
究
手
法
、
そ
し
て
交
流
関
係
の
一
端
を

示
す
興
味
深
い
作
品
と
言
え
よ
う
。

1 　

当
館
の
『
館
蔵
品
目
録
』
で
は
、
作
者
名
が
「
石
本
秋

圃3

」、制
作
年
が
「
明
治
三
十
三3

年
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

2 　

調
査
や
絵
図
の
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
に
詳
し

い
。
樋
口
吉
文
述
「
明
治
五
年
仁
徳
陵
発
見
石
棺
・
石
槨

図
及
び
甲
冑
図
に
つ
い
て
」（
堺
市
文
化
観
光
局
文
化
部

文
化
財
課
編
『
徹
底
分
析
・
仁
徳
陵
古
墳 : 

巨
大
前
方
後

円
墳
の
実
像
を
探
る
』）、
二
〇
一
二
年

3 　

こ
の
ほ
か
「
有
職
故
実
」（『
早
稲
田
大
学
三
十
七
年
お

よ
び
三
十
九
年
度
文
学
教
育
課
講
義
録
』、
一
九
〇
五
年
・

一
九
〇
七
年
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
甲
冑
の
略
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

4 　
「
仁
徳
天
皇
千
五
百
年
大
祭
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』）
一

八
九
九
年
九
月
十
二
日

5 　
「
高
津
宮
址
建
表
式
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』）、
一
九
〇

〇
年
二
月
十
六
日

6 　
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
第
一
巻
』、

東
京
藝
術
大
学
、
一
九
八
七
年

　

 「
美
術
育
英
会
審
査
図
案
懸
賞
金
の
贈
与
」（『
読
売
新

聞
』）、
一
八
九
五
年
八
月
十
五
日

7 　
「
小
杉
博
士
遺
物
の
処
分
問
題
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』）、

一
九
一
七
年
三
月
十
三
日

8 　

人
見
圓
吉
・
甲
斐
知
恵
子
・
齋
藤
艶
子
・
能
勢
賴
賢
「
小

杉
榲
邨
」（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
『
近
代

文
学
研
究
叢
書
』
十
一
）、
昭
和
女
子
大
学
、
一
九
五
八
年

9 　

井
戸
美
里
「
一
高
絵
画
の
概
要
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）、
東
京
大

学
駒
場
博
物
館

　

読
者
の
皆
様
は
、
松
平
定
信
に
対
し
て
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。「
寛
政
の
改

革
」
を
断
行
し
た
定
信
は
、
倹
約
令
、
寛
政
異

学
の
禁
、
出
版
統
制
令
等
の
政
策
を
行
っ
た
、

堅
苦
し
い
人
物
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
実

風
雅
の
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
定
信
の
芸
術

面
の
才
能
に
も
注
目
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
松

平
定
信
像
を
描
き
出
し
た
好
著
で
あ
る
。
定
信

が
編
纂
し
、
古
画
な
ど
の
情
報
を
全
国
か
ら
収

集
し
た
『
集
古
十
種
』
の
序
は
１
８
０
０
年
に

書
さ
れ
て
お
り
、『
集
古
十
種
』
は
、
ま
さ
に

19
世
紀
の
幕
開
け
を
飾
る
画
期
的
事
業
で
あ
っ

た
。
19
世
紀
の
江
戸
画
壇
を
牽
引
し
た
江
戸
狩

野
派
や
文
晁
一
派
は
、
定
信
周
辺
に
お
い
て
、

古
画
の
模
写
を
基
礎
と
す
る
自
家
様
式
を
確
立

し
た
。
ま
た
、
定
信
は
晩
年
、
自
ら
が
造
園
し

た
浴
恩
園
で
、
儒
者
や
画
家
ら
と
交
友
し
、
文

化
サ
ロ
ン
を
形
成
し
た
。
定
信
は
、
芸
術
面
で

は
、「
寛
政
の
改
革
」
以
後
、
よ
り
一
層
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

（「
対
立
と
融
和
︱
19
世
紀
の
江
戸
画
壇
」
展

は
、
当
館
常
設
展
示
室
で
7
月
15
日
ま
で
開
催

中
で
す
） 

（
当
館
上
席
学
芸
員　

野
田
麻
美
）

本の窓

磯
崎
康
彦
著

『
松
平
定
信
の
生
涯
と
芸
術
』

ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
〇
年

れ
ば
、
本
図
の
制
作
年
と
同
じ
一
八
九
九
（
明
治
三

十
二
）
年
の
九
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
仁
徳
天

皇
が
崩
御
し
た
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
よ
り
千
五
百
年

を
経
た
こ
と
を
記
念
し
、
高
津
宮
を
会
場
に
挙
行
さ

れ
た
。
斎
主
は
本
図
に
も
そ
の
名
が
出
て
き
た
高
津

宮
社
司
の
清
原
真
弓
で
、
九
日
の
正
祭
に
は
師
団
長

や
府
知
事
な
ど
が
参
列
し
た
と
い
う
。
ま
た
同
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
難
波
高
津
宮
の
旧
址
と
さ
れ
る
場

所
に
は
記
念
碑
が
建
設
さ
れ
、
現
在
も
府
立
高
津
高

等
学
校
に
残
さ
れ
て
い
る5

。

　

こ
の
よ
う
な
仁
徳
天
皇
に
対
す
る
顕
彰
活
動
の
一

環
と
し
て
、
古
代
の
武
具
に
詳
し
い
榲
邨
に
、
大
仙

陵
古
墳
ゆ
か
り
の
甲
冑
図
制
作
が
依
頼
さ
れ
、
榲
邨

は
画
家
で
あ
る
石
本
秋
園
に
こ
れ
を
描
か
せ
、
そ
の

下
絵
を
手
元
に
残
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、こ
の
秋
園
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。生
没

年
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
半
ば
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
活
動
し
た
こ
と
が
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
榲
邨
が
審
査
員

を
務
め
た
美
術
育
英
会
主
催
の
蜂
須
賀
家
新
築
洋
館

室
内
装
飾
の
図
案
審
査
会
で
秋
園
は《
彩
色
山
海
図
》

で
一
等
を
受
賞
し
て
お
り6

、
少
な
く
と
も
こ
の
時
か

ら
両
者
に
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

榲
邨
没
後
、
残
さ
れ
た
収
集
品
に
つ
い
て
報
じ
る
新

聞
記
事
で
は
、
秋
園
は
榲
邨
の
女
婿
と
紹
介
さ
れ
て

い
る7

。
榲
邨
に
実
子
は
な
く
、
養
子
は
美
二
郎
と
い

う
男
子
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
美
二
郎
の
妹
の

夫
が
石
本
姓
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら8

、
こ
の
夫
こ
そ
が

秋
園
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

出
品
歴
を
見
る
に
、《
子
の
日
遊
》（
第
一
〇
回
美

術
研
精
会
、
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
）、《
源

氏
物
語
》（
第
十
三
回
巽
画
会
、一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
）
な
ど
、
大
和
絵
系
の
画
題
を
得
意
と
し
た
よ
う

で
あ
り
、
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
掛
図
の
制
作
を

依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
東
京
大
学
駒
場
博
物

館
が
所
蔵
す
る
旧
制
第
一
高
等
学
校
で
用
い
ら
れ
た

歴
史
画
掛
図
の
う
ち
、《
寧
楽
朝
時
代
貴
公
子
之
図
》

な
ど
秋
園
に
よ
る
図
が
五
点
存
在
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る9

。
ま
た
、
印
刷
物
で
あ
る
関
根
正
直
撰
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美術館問わず語り

　

四
月
か
ら
「
静
岡
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
と
い
う
団
体
に
再
就
職
し

ま
し
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
は
、

最
近
、
耳
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
昭
和
四
十
四
年
の
国
民
生
活
審
議
会

報
告
の
中
で
初
め
て
公
的
に
示
さ
れ
た
も
の

で
す
。高
度
経
済
成
長
に
よ
る
負
の
遺
産（
過

疎
化
・
核
家
族
化
・
個
人
化
の
進
展
等
）
が

も
た
ら
し
た
様
々
な
地
域
課
題
の
発
生
を
反

省
の
上
、「
モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら
コ
コ
ロ
の

豊
か
さ
」
へ
考
え
を
改
め
、
生
活
の
場
に
お

い
て
人
間
性
を
回
復
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

当
協
議
会
は
昭
和
五
十
四
年
に
発
足
し
、

広
報
紙
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
静
岡
」
の
発
行
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
講
座
開
設
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
等
の
事
業
を
実
施
し
、
本
年

で
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
広
報
紙
の
取
材

で
県
下
の
活
動
事
例
を
訪
問
す
る
機
会
も
多

く
、「
歴
史
」「
文
化
」「
人
物
」「
物
産
」
な

ど
、
静
岡
育
ち
の
私
で
も
知
ら
な
か
っ
た
魅

力
的
な
地
域
資
源
が
ま
だ
眠
っ
て
い
る
と
実

感
す
る
毎
日
で
す
。

　

県
職
員
の
立
場
を
離
れ
て
み
て
、
よ
り
一

層
、（
ボ
ー
っ
と
し
て
い
て
叱
ら
れ
た
こ
と

が
度
々
あ
っ
た
）
美
術
館
勤
務
時
代
が
懐
か

し
く
な
り
、
木
下
館
長
を
は
じ
め
、
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
に
恩
返
し
を
し
た
い
思
い
で

一
杯
で
す
。

　

今
で
き
る
こ
と
は
、
せ
っ
せ
と
美
術
館
に

足
を
運
び
、
固
く
な
っ
た
頭
を
柔
ら
か
く
す

る
こ
と
が
先
決
で
し
ょ
う
か
。
展
覧
会
の
広

報
も
頑
張
り
ま
す
！
（
ま
た
叱
ら
れ
な
い
よ

う
に
）

「コミュニティ静岡」編集委員と笑顔で（後列右端が筆者）

美
術
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

前
副
館
長　

瀧　

昌
光

「熊谷守一いのちを見つめて」展
関連イベント・スケジュール
特別講演会　［場所：当館講堂］　※申込不要・無料・先着250名様まで
「熊谷守一の不思議　二つを一つに
～例えば　日本画と洋画　あるいは　生と死」
講師：古川秀昭氏（前岐阜県美術館長、OKBギャラリーおおがき館長）
日時：8月17日（土）　午後2時～3時30分

館長美術講座　［場所：当館講座室］　※申込不要・無料・先着40名様まで
「熊谷守一の絵のはだかとヌード」
講師：木下直之（当館館長）
日時：9月15日（日）　午後2時～3時30分

学芸員によるフロアレクチャー（作品解説）［2階展示室］
※申込不要・要観覧料
当館学芸員が展示室にて、鑑賞者と対話しながら、解説します。
日時：8月11日（日）、8月18日（日）、8月25日（日）、9月1日（日）、
9月8日（日）、9月22日（日）　いずれも午後2時より30分程度

わくわくアトリエ［場所：当館実技室］
講師：福井利佐氏（切り絵作家）
日時：8月4日（日）
対象：小学生から大人まで（小学校3年生以下は、保護者と参加してください）
※要事前申込、要参加費（材料費実費と必要な場合の観覧料）、定員制

実技講座　［場所：当館実技室］
講師：渡辺有葵氏（画家）
日時：9月7日（土）～9月8日（日）
対象：中学生から大人まで
※要事前申込、要参加費（材料費実費と必要な場合の観覧料）、定員制

ちょこっと体験　［場所：当館エントランス］
ぬり絵ワークショップ「熊谷守一になろう」
日時：８月21日（水）～25日（日）10：00～12：00,13：00～15：30
対象：どなたでも
申込不要、参加費無料

※各イベントの詳細は、ウェブサイトまたは館内配架チラシをご覧ください。

利 用 案 内
開館時間：10：00～17：30（展示室への入室は17：00まで）
休 館 日：毎週月曜日（月曜祝日の場合は開館、翌火曜日休館）

ア ク セ ス
◎ＪＲ「草薙駅」県大・美術館口から静鉄バス「県立美術館行き」で約６分
◎静鉄「県立美術館前駅」から徒歩約15分またはバスで約３分
◎東名高速道路　静岡I.C.、清水I.C.から約25分
◎新東名高速道路　新静岡I.C.から約25分

ウェブサイト：http://www.spmoa.shizuoka.shizuoka.jp

無料託児サービス
毎週日曜日および祝日10：30～15：30
対象　6ヶ月～小学校就学前

※イベント等は都合により変更になる場合があります。

〒422－8002　静岡市駿河区谷田53－2
総務課／Tel 054－263－5755　Fax 054－263－5767
学芸課／Tel 054－263－5857　Fax 054－263－5742
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